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はじめに

この研究は､伝統的な交通需要予測法である4段階推定法と4･投降推軍法では与呼し
て取り扱われていた経済条件･土地利用条件を結合するモデルの歩合を試みたもので努る｡
このような立地･交通統合モデルは単なるシミュレーションモデルではなく､数学的に

W誠一de広野d されたモデルのため､計画条件を最大化あるいは最小化問題として定式化す

ると､それら全体をひとつの最適化問題(MPEC)として再構成することが可能になり∴検

討すべき政策の構造を詳細に検討することが可能になる｡ただし､本研究ではそれすべて

を可能にする体系的なモデル構築までには至っておらず､立地■交通均衡モデルとMPEC

は現時点では個別のモデルになっている｡

立地･交通モデルは一般均衡論的アプローチを採用している｡これまでのこの種のモデ

ルと異なるのは根岸によって提案された厚生最大化問題によって立地･交通モデルを定式

化している点であーり､二従来のモデルが必要条件のみを満足するモデルであったのI享対し､

競争均衡条件と完全に整合するモデル化を行っている｡したがって､若干条件を緩めるだ

けでSCGE･モデルとして機能させることが可能である｡:一方､MPECのほう峰交通均

衡条件のみを制約とする政策最適化問題のみを扱っており･､_-立埠･突通均衡を制約とする

ような一般化までには至っていない｡

本研究の成果を要約すると､以下のようである｡

1.従来の立地･交通統合モデル､お慶び交通統合モデルの従来研究を系統的に整理する

とともに､その間題点を明らかにした｡〉､

2.厚生最大化問題の基礎理論を要約し､立地･均衡モデルを辞築する革嘩寧論として位

置付けた｡

8.立地･交通均衡モデルを提案し､競争均衡の存在問題孝明らかにしたi

ヰ.従寒のさCGEモデルを利用者交通埠頭を含めるように拡張した｡:

5.数値計算例を通して立地′･交通モデルの可能性を検討した｡

6.交通均衡を制約とするMPECの計算手法とその適用方法を検討した｡

7.$GG巨モデルを都市モデルとして位置付けるためのデータベースの作成法の考え方

を提案した｡
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